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おい初。八巾で
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(ずとの 行み伺
建ねは予 大を人
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側

的
に
小
作
権
の
主
張
が
で
き
、
ぃ

悶
洲
一
次
長
信
室
、
移
転
(
小
作
ろ
い
ろ
の
栴
利
の
主
張
も
で
き
る

刊

ヨ

一
契
約
の
設
定
、
移
転
等
)
の
乙
と
の
で
す
。

幻

唯

一に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
ま
た
創
設
農
地
は
賃
借
権
の
設
定

年

初

一
白
川
併
設
定
、
移
転
の
場
合
は
腿
等
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ど
注
意
く

阿
川

-

・

4
5
士、
。

羽山
川

一地
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
っ
て
農
六
さ
し

相
川
一

業
委
員
会
の
許
可
を
受
け
ね
ば
な

農

地

転

用

統

制

の
趣

旨

明

酬
一
り
ま
せ
ん
。
乙
の
許
可
防
護
目
は

(
国
農
業
蚕
民
会
長
宛
お
お
む
ね
有
買

の
場
合
と
同
様
の
内
符
で
、
由
請

書
二
郎
を
作
成
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
蚕
貝
A
E
で
農
地
部
会
の
帯

構
在
日
刊
て
泊
当
と
認
め
ハ
ば
申
請

者
に
許
可
習
を
交
付
し
ま
す
。

こ
の
許
可
替
を
受
け
て
始
心
て
法

賃
借
権
設
定
と
移
転

つぶされる農地

農
地
は
わ
た
し
た
ち
の

生
活
に
最
も
大
切
な
食

栂
を
生
産
す
る
基
縦
で

あ
り
ま
す
。

そ
の
農
地
が
近
ご
ろ
は

宅
地
や
工
場
敷
地
、
そ

の
他
耕
作
地
以
外
に
使

用
す
る
た
め
泊
さ
れ
て

そ

れ

ふ

む

な

も

う

す

ぐ

め

が

て

る

花

が

さ

く

の
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

同
公
社
係
員
が
調
査
に
来
た
場
合

ま
た
「
く
す
の
木
」
所
在
山
林
内

に
立
ち
入
っ
て
調
査
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
協
力
し
て
く
だ

さ
い

。

(

農

林

課

)

の
申
華
風
酢
者
間
)
伶
揚
げ
パ
イ

一

A
講
師
大
村
保
健
所
関
タ
マ

一

ノ
女
史

一一西
彼
へ
の
入
植
者
を

ム
日
時
、
場
所
八
月
十
八
日
午
一

:

後

一
時
三
十
分

1
三
時
三
十
分
一
募
集
・

申

込

何

回

ま

で

中
央
公
民
館

案
内
八
、
九
頁
窓
照
の
と
と
)

(
大
村
電
報
電
話
周
)
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内

有
ぜ

ん

記

税

く
内

て

6
+山町

〉

肋

巾

ム

寸

在

F

T

し

円

、

e
E
q

小

古
U

M

お

び
研
究
、
職
業
訓
練
悩
導
員
の

訓
練
。

長
崎
県
で
は
職
業
訓
練
法
に
基
き

長
崎
県
職
業
訓
練
所
の
訓
練
職
種

期
間
、
定
員
な
ど
を
七
月

一
日
次

の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

名
称
、
所
在
地
、
訓
糾
職
樹
、
昼

夜
間
の
別
、
訓
練
期
間
、
定
員
の

明畏
崎
県
立
長
的
職
業
訓
練
川

崎
市
小
曾
栂
町
三

(
問
械
)
昼

一
年一ニ
O
名

(熔
接
)
昼
一

年
四
五
名

(
熔
接
プ
夜

一
年

は

意

釣
や
夜
ぶ
り
に
絶

底
斤
号
者

D
変

存

在

尽

き

好
な
時
期
に
な
っ

一

Y
ノイォ
4
0
-
Arゆ
封

。

坐

月

一
ω傷
い
ま
た
は
疾
病
を
治
療
し
て
一
れ
る
者
。

u~
注

て

い

ま

す
が
、
遊

更

生

資

金

と

医

療

費

を

貸

付

一

い
る
期
間
中
の
収
入
状
況
で
は
一

ム
貸
付
の
限
度

約

に

漁

の

際

敷

設

中

の

一
医
療
費
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
一
す
る
。

選

明

漁
網
に
針
ま
た
は

大
村
市
社
会
補
祉
協
議
会
で
は
世

一

被
保
護
膚
へ
の
転
落
を
防
止
一
世
帯
の
更
生
に
熱
意
を
有
し
、
一
支
払
が
不
可
能
で
あ
る
と
認
め
一
ム
償
還
方
法
と
保
証
人
に
つ
い
て

一
く

す

の

木

を

調

査

一

削

1
ほ
乙
を
か
け
て
、

帯
更
生
資
金
と
医
療
費
を
次
の
と
一

し
、
自
立
更
生
の
実
効
を
あ
げ
一

連
帯
責
任
を
負
う
に
足
る
資
産
一

ら
れ
る
者

一

は

世

帯

更

生

資
金
の
貸
付
と
同

一

一

漁

と

れ

を

は
ず
す
と

お
り
貸
付
け
ま
す
の
で
、
借
受
希
一

得
る
と
認
め
ら
れ
る
者
一
ま
た
は
確
実
な
収
入
の
途
喜
一

ω乙
の
資
金
に
よ
り
貸
付
を
受
け
一

じ
。

一日
本
専
売
公
社
長
崎
支
局
で
は
長
豆
、
た
び
た
び
網
が
破
損
さ
れ
て

望
者
は
八
月
二
十
は
ま
で
担
当
地

一
ム
貸
付
金
の
種
類
と
金
額
は
別
表
一
し
、
か
つ
身
元
確
実
な
者
で
な
一
た
医
療
費
総
額
を
五
年
以

一

(

社
会
福
祉
協
警
)

一崎
県
の

「
く
す
」
の
蓄
積
置
を
調

一い
ま
す
。

庶
民
生
委
員
を
経
て
、
福
祉
事
務
一
の
と
お
り
。

一
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

内

で

返
済
し
得
る
と
認
め
ら
一

a

一べ
る
た
め
、
八
月
二
十
日
か
ら
そ
一
漁
協
で
は
遊
習

に
こ
の
よ
う
な

所
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
申
込
玄
貸
付
の
条
件

一

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11
1

1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11
1
1

一
乙
と
が
な
い
よ
う
に
と
特
に
望
ん

-
ん
で
く
だ
さ

い

。

一

1
皇

室

長

、

半

年

賦

、

月

一

医

療

費

一

い

防

除

の

徹

底

に

万

全

を

一

切

何

時

計

ド

府

間

一で
い
ま
す
の
で
お
互
い
に
注
意
し

一
世
帯
更
生
資
金

一
拝
竹
内
町
内
長
ド
一
諸
説
詰
町
村
尚
一

い
虫
の
つ
い
た
葉
や
棋
は
焼
き
捨
て
る
一
時
日
枯
れ
れ
ば
一て
く
だ
川
口

]i
)

一ω
山
川
市
切
れ
れ
諮
問
問
一
時
当
日
一
一
一
詩
句
一
時
間
的
許
制
諮
問
一

恥

向
日
開
諮
問
一
郡
山
村
山
認
可
昨
日
一
区
f

臨
時
計
十
日
一
日
料
理
教
室

ー
お
そ
れ
の
あ
る
生
活
困
難
者
一

2
資
金
の
貸
付
を
受
け
よ

Zす
玄
間
載
し
た
も
の
)
を
添
え
、
申
一

や

よ
る

o
じ
ゃ
が
い
も
一
一

斉
に
八
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
一
な
ど
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

一ム
献
立

①
じ
ゃ
が
い
も
の
シ
ユ

則
自
立
更
生
に

必

要

な

童

福

一

る
君

、

保

証

人

一

貫

主

込

ん

で

く
だ
さ
い
。

一

じ

ヲ
の
防
除
に
努
め
そ
一
で
「
た
ば
こ
、

喝
撃
の
残
長
一

う
に
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

一
ウ
ブ
リ
ン
ク
①
ス

l
ユ
イ
(
修

費
者
か
ら
受
げ
る
と
と
が
困
一
た
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

肩

書

一

，

の
効
果
は
大
き
い
も
の

一塊
処
理
運
動
」
右
実
施
す
る
こ
と

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

難

な

者

一

3
保
証
人
は
借
受
人
と
市
内
に
居
一
川
傷
い
を
受
け
ま
た
は
疾
病
に
か
一
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ほ
場
に
と
一
と
な
り
ま
し
た
・

一

職

業

訓

繰

を

計

画

的

に

ヨ
金
の
貸
付
と
必
要
な
援
助
摺
一
住
す
る
成
年
者
で
あ
っ
て
独
立
一
か
コ
て
い
て
六
カ
月
以
内
に
治
一り
残
さ
れ
た
た
ば
乙
、
馬
鈴
薯
の
玄
こ
、
馬
鈴
薯
な
ど
の
栽
培
者
一

'
導
を
与
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

の

生
討
委
み
、
か
っ
、
そ
の

一

癒
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

一残
り
茎
や
葉
に
防
除
も
れ
の
ろ

一は

。

じ

ゃ

が

い

も

が

あ

完

全

防

一

従

来

の

補

導

所

な

ど

改

称

:
s
i
:
a
t
i
t
-
!
4
4
t
l
A
E
I
S
E
-
-
t曹、
V
A
S-
3
A室
哲
、

2
3
1
3
2、寺
弘
Z
S
ぷ

対

一

一

b
p
A
J
一除
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

一

五
月
一
百
職
業
訓
練
法
が
制
定
さ
二
般
職
業
訓
練
所
(
管
理
者
)

!

?

号

、
そ
の
転
用
さ
れ

る

面

積

ろ

う

と

小

作

者

で

あ

ろ

う

と

、

刷

一

一

一

、

制

一

た

ば

こ

収

穫

終

了

次

第

引

抜

一
れ
て
七
月
一
日
か
ら
従
来
の
職
業
一
都
道
府
県
、
一
訓
練
種
目
二
般

道
ヨ
達
三
ふ
ん
i

佐野…
r

控
訴
u
h九九日
日

左

足

立

諮
問
訪
問
該
当
一
時
計
諮
問
符

り

ま

す

。

そ

じ

て

国

民

の

消

費

合

に

は

原

則

と

し

て

知

事

ま

た

虫

、

一

一

転

用

は

個

人

勝

手

に

で

き

な

い

す

る

食

糧
は
園
内
で
生
産
さ

れ

は

農
林
大
臣
の
許
可
妻

ぷ

…

一
根
で
き
な
し
場
合
誌
を
上
方

一
乙
れ
は
従
来
の
職
業
安
室
長
一身
体
障
害
者
職
業
訓
練
所

(

管

g

v

m

一
に
し
て
立
て
る
な
ど
、
再
発
芽
一
く
職
業
補
導
お
よ
び
監
督
者
訓
練
一
理
者
)
固
ま
た
は
都
道
府
県

る
分
で
は
不
足
し
ま
す
の
で
、
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

圃

一

一

一
叫
一
巻
防
ぎ
ま
し
ょ
う
.
一
制
度
と
労
働
基
唱
法
こ
基
く
捷
E
一
(
訓
練
種
回
)
身
体
に
陣
害
が

そ
の
不
足
分
を
輸
入
し
て
お
J

知
事
と
し
て
ま
そ
の
時
也
を
員

削一

一

-

』

省

一

ー

;

:土

i
川
一
馬
鈴
薯
姻
り
残
]
事
お
よ
び
一
者
養
成
制
度
を
統
合
し
た
も
の
で
一
あ
る
者
で
一
般
職
業
訓
練
所
総

ま
す
が
そ
の
費
用
は
莫
大
な

額

し

て
他
こ
転
用
す
る
こ
と
が
農
川
一

E

一

l
i

一

t

川一

茎
や
葉
ま
発
見
次
第
、
根
か
ら一
職
業
訓
練
を
系
統
的
に
一
貫
し
た
一
合
職
業
訓
練
所
ま
た
は
中
央
職

に
上
っ
て
お
り
ま
す
。
業
経
営
の
合
理
化
、
或
は
生
産
"
一

i

一

一

-
川
一
引
抜
い
て
適
当
な
穴
を
姻
り
、
一
計
百
で
組
織
的
に
行
う
た
め
の
も
一
業
訓
練
-
附
で
、
職
業
訓
練
を
受

そ
れ
で
多
額

ω費
用
と
労
力
を
力
の
増
強
と
な
る
場
合
、
ま
た
山

一

一

一

一

八
寸
以
上
組
め
る
小
、
支
ヒ
ま

一
n
I
Cず
。

一

げ

る

乙

と

が

閃

難

で

あ

る

者
に

慢
し
て
未
諸
島
君
、
干
は
公
用
、
公
共
用
、
そ
の
他
国
川
一

1
1
11
1
1
1
il
川
r

i

l

l
-

-

1

1

一

一

一

対

し
て
{ワっ
。

拓
事
業
を
行
っ
て
産
地
高

民

生

泊
の
安
定
上
必
要
な

袋

…

一

未

納

者

に

は

督

促

料

一

総

合
職
菜
訓
練
所

(

腎
理
き

や
す
と
と
も
に
土
地
改
良
な
ど

に
供
す
る
な
ど
や
む
を
得
な
い
一
一

一

に
よ
っ
て
生
産
が
向
上
す
る
よ

も

の
と
認
め
ら
れ
る

場

合

に

包

ご

み

は

何

日

・

税

は

初

日

発

送

一
労
働
福
祉
事
業
団
一
訓
練
極
同
一

一

一
雇
用
労
働
者
に
対
し
て
専
門
的

う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
既
存
っ
て
そ

8月15日--30日

固定資産税才三期分

畏 長
---. ........畏崎---.---.カ内(名................佐崎................ ........練(

( 洋男 l崎県経電月訓向 自機世県経建木六所
大誠子市立理工 ) 練動 動 械 保 立 問 築 工 カ内
村)服申倍事 ) 三 ノミ車 車 )市 佐事 '-"'-'月 O
公 居 '--' /11茶 務昼 O カ税 務昼 平 世務昼昼 ) 練
共ー 昼 町周)ー 名月術 循 ー 尽 保 U 一一 二主六
職 年一一 職 昼年 、 年町職昼年年 O カ
業 三 年 二業一三 追夜 昼 三 三 繁一三 三 名月 I ........ 

安 O 三 八訓年 o 17日一 一 O ノ訓年 00 、|農
定名 O 線 三 名 訓年 年 名 三 線 三 名名 迫 林
rfr 名所 O 練( 三 所 O 加
) 名 六所 O 名 割

A6た次の畏十長

吉宮 2寺芋会話宅慰霊主妥禁覧具躍
同料法 二 他 H 十規 す 領 会 統 目 、

にて ・ (列 二 格自のに;砕計畏県
つ吋八用 2 ・ 由で 長 聞大崎統
い 質糎 紙 版八小 応り 附 会 市 計
て、 H 視点糎学 募 懸しので協
は色 列車J:~生 し n:ま際開会
自彩 1旦寸ご五 ( て 募す統催で
由そ!版ニ法十 用 く 鎮 の言|さは

1+樫 )ー紙 だ を で 図 れ 本
他山 × ・規 いい、 表る年

畏
一一切

日

・

県

和

牛

共

進

一会
の
市
予
選

一九
月
二
十
、
二
十

一
日
の
二
日
間

一佐
世
保
市
早
岐
町
で
閲
か
れ
る
第

三
回
長
崎
県
和
牛
共
進
会
の
市
の

予
選
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
多
数
寄
観
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
同
時
、
場
所

八

月

三
十
日
午

前
八
時
竹
松
乙
う
天
神
社

ム
大
村
市
か
ら
県
共
進
会
へ
の
出

口問頭
数
は
肥
育
牛
ニ
頭
、
種
牝

牛
三
頭
で
、
八
月
一
日
開
か
れ

地
区
予
選
に
に
入
選
し
た
人
達

で
す
。

ム
西
大
村
〔
種
牝
牛
〕

田
島
熊

て
岩
永
茂
、
渡
辺
寅
八

〔
肥
育
牛
〕
朝
長
猛
、
尾
崎

広
衛

〈

ω
福
璽
〔
種
牝
牛
〕
柔
原
喜
作

松
尾
mm吉

〔
肥
育
牛
〕
大
叉
病
次

ム
松
原
〔
種
牝
牛
〕
辻
三
四

一

福
岡
芳
雄

〔
肥
育
牛
〕

辻
三
四
一

(
農
林
課
)

統
計
図
表
の

懸
賞
募
集

昭
和
三
十
三
年
九
月

A
送
付
先
畏
崎
市
立
山
町

一
畏

崎
県
統
計
課

(町
二
八
五
八
)

ム
入
選
区
分
お
よ
び
れ

1
統
計

協
会
総
裁
表
彰
2
特
選
二
千
円

一
点
心一

位
千
五
百
円
一
点
ム

二
作
千
円
ニ
点
。
三
位
五
百
円

四
点
な
お
応
募
作
品
は
全
部
統

計
大
会
々
場
に
民
一析
す
る
。

(
庶
務
課
)



宵
円
札
四
)
ム
七
日
腕
時
計

一
個
一ム
四
、
五
菓
子
一
箱

松
並
町
三
一
八
服
地

(
人
形
製
作
用
)
ニ
ヤ
l
一
候
ぷ

4
祭

0
・:
都
会
病
の

(
金
バ
ン
ド
付
)
ム
十
円
現
金
千
一

丁
目
九
九
山
田

英

夫

一

ル

古
町
住
宅
三
号
久
米
タ
一
樹
祭
駅
以

一
つ
に
数
え
ら
れ

円
(
千
叫
札
一
)
ム
二
十
三
日
旅
一ム
五、

二
鯉
の
ぼ
り

紙

製

O
組
一
ツ
子

一
番

餐

る
騒
音
の
た
め
の

行
ト
ラ
ン
ク
(
レ
ザ
l
)
一
個
国
一

本

町

松
屋
玩
具

庖

一

ハ
服
地

(
人
形
製
作
用
)
一一ヤ

l
二

猷

期

誠

一
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
が
続

七
月
一干

一
日
長
崎
市
常

幸

一防
色
上
衣
一

、
錠
前
一一、

鍵一

一入
一
ム
五、

二
一
震
一

台
(
価
格

ニ

;

町
三
二
四
の

三

宗

一
蹴

雑

計

十

何

時

間

utり
)
今
二
士
ニ
円
現
金
二
千
七
百
一

万
円
)

松
山
町

田
野
純
一一ニ

手

長

総

愚

校
で
行
わ
れ
た
長
崎
県
下

ご

一

一

一

'

一
6
0幽
閉
験

示
を
促
が
す
警
笛

通

安

之

助
大
会
九
才
む

二

十

五

円
(
千
円
札
二
五

百
円
一
ム
五
二
二

新
聞
紙
二
キ
ロ
松

一

A1人
形
製
作

用

子

l
E聴
が

逆

に

事

芸

部
で
実
小
学
校
四
五

J
J札
一
、
百
円
札

一
、
五
十
円
貨
一

τ郷

一
七

九

問

中

猛

て

ィ
粧
石
ケ
ン
一
一
個
古
町

一

2
3却

す
原
因
り
に
な
っ

君
が
優
勝
、
西
大
村
会

引

町

一十
円
貨
七
、
五
円
貨

一
)
ム
二
十
一
ム
そ
ら
豆
一一
一キ
ロ

松
山
郷
五
七

一

一一
一一一一O

熊
幸
子

ム¥
一た、

と
い
う
話
も
あ
る
。

保

定

一
郎
君
は
第
二
位
の
栄
冠一
日

時

計

一

七

日
町
一

r
u
hL
H
個

絵
本
一

o一ム

日

約

ト

一枚

古
町

ノ
一か
い
十
時

間

性

轄

を
か
ち
と
り、

大
村
勢
の
恵
三
立
大

村
瞥
察
署
に
保
管
し
て
あ
り

一

冊

藤
原

産

一

ム
菓
子
一

箱
ト
マ
ト
一一
キ
ロ

』
松
一実
施
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

示
し
た
。

(

大
村
剣
道
協
会
)

一ま
す。

(大
村
警
察
署
)
一ム

上
質
タ
オ
レ
一
ダ
l
ス

田

添

一

並
町
三
丁
目
九

九

山
田
三

O

本
県
で
も
と
れ
に
な
ら
い

1

1

1

1

1

1

一

l

i

l

i

-
-

一

j

一
A
菓
子
五
O
袋

古
町
六
区

山
一議
会
に
騒
音
防
止
条
例
が
提
案

一明

閉

山

時

一
保

育

所

へ

贈

物

一

ム

ド

一

キ

ロ

松

山

埜

7
j
ツ
(
新
品
)
一一
枚
言

語

れ

が

い

訪

日

日
現
金
千
凶
百
円

(千
円
札
て

一
(
五
月
上
ハ
月一

市
央
保
育
所
)

一

七

五

喜

敏

子

一

三

丁
目

山
間
英
夫

一し
か
し
と
れ
は
県
下
幸

福

用

-

e

一さ
れ
る
の
で
は
な
く
車
両
通
行
量

一器
や
四
煽
化
炭
素
消
火
器
な
ど
を

一A
杭
山
津
郷

岩
崎
鶴
雄

三

女

一ム
並
松
郷

黒
川
次

彦

長

男

一

i
l;
}}{
j
j
j
一

i

l
一
一

設
備
す
る
の
は
無
理
な
点
が
あ
り

一

昨

き

み

お

一

治
判

6

・
m

一

本

年

度

は

夏

、

秋

ゥ

一や
密
集
住
宅
な
ど
を
持
つ
長
崎
、

法

ン

一
一

ま
す
が
、
銀
行
、
会
社
、
飲
食
庖
一
ハ
乾
踊
場
郷

羽
島
問
禿
長
男
一ム
矢
上
郷

道
倍
良
一
長
女
一
ン

カ

の

大

量

発

生

が

一一
一
川
市
の
州
市
が
対
象
に
な
る
よ

-

石

コ

…

一
料
亭
な
ど
大
ぷ
の
出
、
り
す
る
建
一
切
却

一

ミ

ツ

子

幻

一

予

想

3
れ

ま

す

の

で
一
号
六

生

活

設

計

ω実
行
し
や
す
い
一

水

泳

勺
危
険
な
場
所
に
は
赤
旗

一物
に
は
ぜ
ひ
二
口
は
…
十
し
で
も
一
小
池
田
郷

山

田
敏
治
長
男

一ム
今
村
郷
前
同
摩
四
男
恭
一
徹
底
的

に

防
除

し

ま
一

0

安
全
運
転
以
外
に
瞥
笛
を

計
画
@
日
記
を
つ
け
る

一

を

た

て
て
近
寄
ら
な
い
こ
と
②
行

一

言

ゃ

一

一

挙

5

一

一鳴
ら
し
た
一
首
や
キ
ャ
バ
レ
ー
、

一

}

る

の

を

、
そ
の
一
ら
い
た
い
も

の

で

す

。

一

幸

世

一
7

・3

一

幸

2

一

し

よ

う

(

農

林

課

)

一昨

hf
、
央
l

一く
時
は
場
所
、
時
間
、
同
行
の
人

一

一

-

三

一

一輝
出
弘
山
岡
経
の
拡
声
放
送
、

健

康

生

活

の
飲
食
物
に
注
意
一を
親
に
届
け
る
。

一豆普
及
し
て
い
ま
す
が
、

ζ
れ
の
取
一

コ
、
ン
/
口

の

選

一び
び
方

一豆
ま
ま
コ
ン
ロ
に
点
火
し
て
使
う
の

一一庖
他
め
て
簡
川
単
中
な
応
急
措
世
と
し
て

一ム
原
口
郷

川

回

忠

長

女

昭

一
n令竹

M舵
似
郷
篠
祭
民
悦
公
介
介

、
長
女
一

A
ト
松
松
山
郷
高
以
良
シ
マ
畏
男
一丁

般
家
庭

Uyおけ
る
ラ
ジ
オ
の
高

灯誌詰M
均詰m純M

ワ
ガ
イ
の
励
行

一徒
、
児
宝
だ
け
は
や
め
る
。
父
完
兄
一
が
あ
り
ま
す
の
で
、
石
油
コ
ン
ロ

一近
ど
ろ
の
石
仙
コ
ン
ロ
は
シ
ン
の

一
て
か

り

一ン
ロ
の
近
く
に
置
き
、

清

の

場

一

誠

m

A

己
一

次

2

一
千
代
野
四
二
才

3

一

0

0
刷
市
に
比
べ
君
、
地

溺

度

の

学

習

①
特
に
不
得

一先
生
と
一
緒
に
行
く
。
な
ど
で
特
一の

取
扱
い
な
ど
に
つ
い
て

お

知

ら

了

・

表

一
な
も
の
に
な
っ

一ま
た
長
時
間
コ
ン
ロ
を
使
っ
て
、
一
合
ふ
り
か
円
る
と
火
す
J

左
え
ま

一A
池
問
郷
坂
本
栄
治
一
一
一

F
一今

郷

館

山

留

一

一

一

女

一

企
丘
弐
郷

土

肥

盟

長

女

千

一形
が
呉
る
か
ら
本
市
は
ま
だ
ま
だ

一

副

引

引

日

計

引

リ

訓

引

討

て

hで
子

が

早

川

…

何

日

N
U
H子
産

し

た

砂

を

箱

に

入

石

島

γ勇
i
A幹

郷

6
ト

ド

四

女

一

AMYL21uuuyuu刊
行
昨
日

一
j
貫
法
が
三
十
四
年

一
月

一
日
が
普
及
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
最

f
f
Zと

り

一一
一
一
美
に
比
べ
て
、
火
災
危
険
度
も

一石
油
を
補
給
し
て
く
だ
さ
い
。

一れ
て
準
備
す
る
と
と
も
よ
い
方
法

一ハ
乾
馬
場
郷
一
糊
幸
男
長
女
一

ま
ゆ
み

7

・1

一

一の
運
転
手
さ
ん
も
仕
事
の
都
合
で

一一一
か
h
す
べ
て
計
量
単
位
「
メ
l

ほ

お

法

施

行

後

の

来

年

一

月

日

号

引

出

一一一
一
少
な
い
よ
う
で
す
。

一火
議
さ
な
い
で
補
給
し
た
た
め
一
で
す。

一

集

部

一ム

一ノ
郷

中

村

義

附

二

女

子

川

P
J
L郎
本

人

一対
象
事
走
り
回
り
笠
宮
吹

一一一

…

い

ト

ル

法

」
に
切
以
降
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
実
施
さ
玄
よ
く
ど
覧
の
?
え
あ
ら
ゆ

一一
一
一
行

udlphu一引
火
し
て
大
火
事
に
な
っ
た
例
が

一使
用
中
の
コ
ン

υ
が
ら
し
火
災
に

一ム
杭
出
津
郷
西
村
チ
ヨ
ノ
男
一

昭
美

2

一

高

次

!

十

才

7

一鳴
ら
す
、
旅
行
者
に
つ
き
も
の
の

一一一

一

法

伴

え

ら

れ
る

こ

れ

ま

ず

い

在

る

も

の

に

あ

て

は

め

て

研
究
し

一二

一

J
し
一あ
り
ま
す
。

一な
っ
た
ら
、
な
ん
で
、
ど
ん
な
万

一

昌
彦

μ

一

会
議

寺

岡

霊

長

男

一A
告

別

船

田

副

太
郎
一
安
一
帯
ラ
ジ
オ
は
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず

一一一

は

と

に

な

り

ま

ル

コ

ル
以
外
の
同

匂

て

く

だ

さ

い

(

商

工

水

産

課

)

ミ

三

一

口

問

見

守

人

一

掃

除

と

点

検

を

一

作 突 は を に
物 通よ受 ア
存 道 く け Jレ
荒 徳話 て パ

け さ を 合か イ
ー! な 守 い 広 ト
• .---..いり 進すは

;言 。 、 ん る 芸公で
共実事

1員 物施仕の
1会 、 す 活許

農 る動 可

: ~ 選す 人 と れ 明 る り
}挙 る ー れなるムつ持

1:iを知 人 がけく趣て 集
}行 識 がた れ 住 旨応 い
{う を 日 め ば み 募た

:: ~ よ た 頃 に な よ私ししぞ トし 選環 時 で選
::うか か は りいた て ま 次(ナこ挙と啓は埜
:: ~ 常 めら 、 ま政ちくす の 小 1~ L- し発 公 賞
lに 、 政私せ 治 のだの要 ば画iを て事明 理
i心 公 治た ん が 社さで領 な、 主 「業選 管

・:~ が明 に ち 。 行会 い、 に し コ 周 公 の 挙員
け な関ー わ を 。ふ よ)ン と 明 ー 常 会

(二)

夏
休
み
の

生
活
指
導

父
兄
の
協
力
で
規
則
正
し
く

大
村
市
教
育
萎
員
会
で
は
b
q

楽
し
い
夏
休
み
れ智
す
ど
さ
せ
る
に
は
ど
の
よ
う
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
か
。
そ
れ
に
は
ど
の
程
度
父
兄
に
協
力
を
お
願
い
す
る
か、

長
い
休
暇
中
で
あ
る
だ
け
に
校
外

の
空
活
補
導
の
商
に
顕
を
倒
ま
せ
て
い
ま
す
が
夜
間
外
出
の
制
限
指
導
、
水
知
事
故
な
ど
h
q

よ
い

子
遥
を
上
手
に
巧
く
学
静
と
体
力
嶋
進
に
結
リ
つ
け
る
h
q

コ
ツ
を
考
え
、
二
挙
制
を
元
気
で
登
校

さ
せ
る
よ
う

P
T
A
は
も
ち
ろ
ん

一
般
市
民
が
進
ん
で
理
解
さ
れ
、
ど
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
望

ん
で
い
ま
す。

(才183号)り

と
れ
は
小
、
中
常
佼
と
も
生
徒
一手
な
学
科
に
努
力
す
る
叫
勉
強
は

会
に
よ
る
自
主
的
な
話
合
い
の

一な
る
べ
く
午
前
中
に
し
十
時
ま
で

も
と
に
校
外
指
導
の
先
生
と

二

は
遊
び
に
さ
そ
わ
な
い
。

つ
に
な
っ
て
意
義
あ
る
休
暇
を
一

す
と
す
と
と
に
な
っ

て
い
る
も
一
夜

間

外

出

市
原
則
と
し
て
や

の
の
ど
う
し
て
も
o
目
が
届
か
一ら
な
い
②
や
む
を
得
な
い
時
は
午

な
い
O
場
所
が
あ
る
わ
け
で
す
一後
十
時
ま
で
に
帰
宅
す
る
。

つ
ぎ
の
実
践
事
項
を
よ
く
理
解

一
映

商

品

(
行

物

市
許
可
映

さ
れ
細
心
の
注
意
を
お
願
い
、
一
し
一画
に
限
る
③
特
に
夜
間
は
避
け
る

た
し
ま
す
。

一

よfご

る
と
と
が
必
密
で
す
。

小一

I
:

ム
募

集

方

法

一

一
奥

村

君

州
法

判
長

崎

将

O
問
副
官
製
ハ
ガ
キ
に
墨
て
井
一一

い
た
も
の

ご

の

赤

銅

鈴

之

助

に

O
コ
ン
ト
(
小
ぱ
な
し
)
照
楠

用
紙
四
百
字
詰

一
枚
程
度

ム
い
つ
れ
も
未
発
表
の
も
の
で

紙
ト
陪
名
は
可
な
る
も、

住
所

氏
名
、

識
業
、
年
令
を
明
記
の

と
と
。

〈心
〆
切
毎
月
十
五
日

ハ
送
り
先
大
村
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

(
市
役
所
内
)

八
採
用
の
分
に
は
待
謝
ぞ
贈
り

市
政
だ
よ
り
に
掲
載
す
る。

(選
挙
管
問
委
員
会
)

漫画・コントを募集

公明選挙をテーマに

政

火
事
の
原
因
は
漏
油
か
ら

砂
や
重
曹
を
い
つ

も
近
く
に
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二
男

二
女

…
お
く
や
み

四
女

長
女
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玉
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次
郎
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ン
七
三
才
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安


